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「犬のしつけ方セミナー 」

１：そもそも「犬のしつけ」って何

２：予防に勝る治療なし
（科学的な方法論を知る）

３：問題を解決するには



1:そもそも「しつけ」って何 ?

「しつけ」

辞書で調べると



1:そもそも「しつけ」って何 ?

しつけ

子供などに礼儀作法を
教えて身につけさせること。

また、身についた礼儀作法。《躾》

周りに迷惑をかけない、周りに不快感を与えない
教育、行儀がいい、ルール、マナーが守れる
そのために必要な行動・動作を教えること

[ 大辞林（三省堂）より ]

言葉の連想

周りに迷惑をかけない、周りに不快感を与えない
教育、行儀がいい、ルール、マナーが守れる
そのために必要な行動・動作を教えること



1:そもそも「しつけ」って何 ?

逆に言えば

しつけができていなければ

周りに迷惑をかける、周りに不快感を与える

周囲とうまくやっていけない

本人も不幸せ



1:そもそも「しつけ」って何 ?

すなわち
「しつけ」とは

本人の幸せ
と

周囲の幸せ
のために

（周囲を不幸せにしないために）
必要なこと



1:そもそも「しつけ」って何 ?

「犬のしつけ」
も同様

犬の幸せ
と

飼い主の幸せ
世の中を不幸せにしない
そのために必要なこと



1:そもそも「しつけ」って何 ?

「しつけ」をしなければ
どうなる

周りに迷惑をかける、
周りに不快感を与える

ルール、マナーが守れない



1:そもそも「しつけ」って何 ?

第二次性徴期を超えても
周りに迷惑をかける、
周りに不快感を与える

ルール、マナーが守れないと…

人間の場合、かつては
「不良」
と称した



1:そもそも「しつけ」って何 ?

すなわち
「しつけ」とは

不良にしないために
必要なこと

ちなみに

不良になってしまってから
その改善のために行うのは、

しつけではなく、
更生、矯正



1:そもそも「しつけ」って何 ?

同様に「犬のしつけ」とは

問題犬にしないために
不可欠なこと

I I
問題行動に対する予防

逆に言えば

犬の問題行動に困っているのは
「しつけ（=予防）」
をしてこなかったから



訓練

犬のしつけと訓練は違う！

犬舎飼い

緊張・集中
いざという時（非日常）・仕事

ドロップアウトは織り込み済み
（多数の中から優秀な少数がで
てくればいいという考え方）

しつけ

室内飼い

リラックス・マナー
日常生活・問題行動の予防

ドロップアウトは許されない
（多数の犬がうまくいく方法、
リスクの少ない方法を選ぶとい

う考え方）

服従させるという
考え方、教え方

仲良く暮らすという考え方、
それにふさわしい教え方

第二次性徴期を過ぎてから 幼少の時期から

I I I I

支配・服従のため 共生のため

1:そもそも「しつけ」って何 ?



1:そもそも「しつけ」って何 ?

かつて、日本の犬に

望まれていたのは、服従関係

2005年以降

共生関係を目指すことに



1:そもそも「しつけ」って何 ?

動物愛護法

第一章 総則 （目的）
 第一条 
この法律は、動物の虐待及び遺棄の防止、動物の適正
な取扱いその他動物の健康及び安全の保持等の動物の
愛護に関する事項を定めて国民の間に動物を愛護する
気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵か
ん養に資するとともに、動物の管理に関する事項を定
めて動物による人の生命、身体及び財産に対する侵害
並びに生活環境の保全上の支障を防止し、もって人と
動物と共生する社会の実現を図ることを目的とする。 



2000年代半ばまでの犬 現在の犬

番犬 コンパニオン・ドッグ

同一空間で生活。
どこにでも連れていき、
誰にでも愛され、いつでも

どこでも楽しい時間を共有できるま
さに家族のような存在。

重要なのは共生関係
（親子のような関係）

外飼い。
ご主人様以外は受け入れず、
どこにも連れていかない、
門番・御庭番のような存在。

重要なのは服従関係
（支配−主従関係）

I I I I

1:そもそも「しつけ」って何 ?

※重要：求める姿によって、何を教えるか、どう教えるかは異なる



犬はオオカミと同じ、
オオカミは群れで暮らし、
その群れにはボスがいる。
犬は人間家族を群れと見なし、

その群れにボスがいないと問題が起きる。
だから飼い主がその群れの

ボスであることを示さないといけない
（=αシンドローム、権勢症候群）

現在では科学的に完全否定されている

1:なぜ科学的理論に基づく学習方法を学ぶ必要があるのか

ＩＩ
1990年代に広まった常識



「犬のしつけ方セミナー 」

１：そもそも「犬のしつけ」って何

２：予防に勝る治療なし
（科学的な方法論を知る）

３：問題を解決するには



予防に勝る治療なし

2：予防に勝る治療なし

問題が起きないようにするのが、しつけ

支配・服従の視点を重要視する
(＝叱る)トレーニング法は、

問題を悪化させる要因となる。



2：予防に勝る治療なし

何を教えるか、どう教えるか



何を教えるべきか

快適に、安全に、お互いにストレス無く
そして周りにもストレスを与えること無く

幸せな日々をおくるために、
最低限慣らす、教えておくべきくものが記されている。

JAHA家庭犬マナーチャレンジが

その指標となる

2：予防に勝る治療なし



2：予防に勝る治療なし



2：予防に勝る治療なし

どう教えるか



2：予防に勝る治療なし

2009年
犬が飼い主を見つめる時間（注視の時間）と、

飼い主のオキシトシン（幸せホルモン）の上昇とに、
相関関係があるという研究報告がなされた。

2015年には
犬のオキシトシン（幸せホルモン）も上昇
する、という研究報告がなされている。



2：予防に勝る治療なし

飼い主をよく見る犬に
育てる必要がある

犬も人も幸せな関係

共生関係
I I

I I

教え方次第で飼い主をよく見ない犬にしてしまう



2：予防に勝る治療なし

マナーチャレンジのクリア
および

自発的なアイコンタクトを
よく取るような犬に育てるために

覚えるべき原理原則は

わずか３つ



2：予防に勝る治療なし

•◎３つの原理・原則
１．体験を学習する

２．学習の４つのパターン

３．前ぶれを理解する

いいこと 嫌なこと

起きる

なくなる

ある行動の
頻度は

高まる

ある行動の
頻度は

減る

ある行動の
頻度は

減る

ある行動の
頻度は

高まる

行動分析学（学習心理学）に基づく科学的な理論

A B

C D



2：予防に勝る治療なし

叱ることは、効果が期待できずに、
飼い主を見なくしてしまう、というリスクが大きい

叱ること（=B)の問題点：条件（=適切な強さ、必ず起きる、
即座に起きる）が厳しい。

逃避、攻撃、無気力という弊害がでることが

いいこと 嫌なこと

起きる

なくなる

ある行動の
頻度は

高まる

ある行動の
頻度は

減る

ある行動の
頻度は

減る

ある行動の
頻度は

高まる

A B

C D

叱ることは、効果が期待できずに、
飼い主を見なくしてしまう、というリスクが大きい



発行：環境省 2011年



「でも、叱る時はちゃんと叱らなくちゃ」
「叱らないのは甘やかしでは？」
とお思いなら、下記の書籍をぜひ

2：予防に勝る治療なし

叱ることが、いかに学びに対して無意味か？いかに弊害だらけか？を語ると1冊の本になる



2：予防に勝る治療なし

どう教えるかを知るために



2：予防に勝る治療なし

• 訓練士・・・✖ （家庭犬のトレーナー・・・△）
※JAHA認定家庭犬インストラクター・・・○

CPDT認定トレーナー ・・・○ 
• 獣医師・・・ △ （行動治療専門医・・・○）
• ペットショップ店員・・・✖ 
• ブリーダー ・・・✖ 
• ペットシッター ・・・✖ 
• 犬の飼育経験豊富な自称、犬に詳しい人・・・✖ 

獣医学部で
伴侶動物の

行動学を教え
始めたのは
2011年以降

専門家とは、行動分析学（学習心理学）に
基づく、科学的な理論を知っている人物



社会化とは
犬が人間社会で人間と一緒に
生活する際に遭遇するであろう
コトやモノに慣らすこと

2：予防に勝る治療なし



昔の犬 今の犬

番犬 家族

社会化を
しないといけない

2：予防に勝る治療なし

社会化をしなかった
（社会化という言葉すらなかった／
番犬にはするにはしない方がいい）

I I I I



番犬に
なっていく

社会化不足

社会化不足の犬は、常に注意を周囲に向けがち
(犬は注意を向けているポイントに視線を定める）

2：予防に勝る治療なし

I I

自発的なアイコンタクト
が取れない犬に

家でできることが外でできない、
状況が変わるとできない･･･も社会化不足が原因



2：予防に勝る治療なし

聴覚 視覚

嗅覚

平衡感覚

触覚

人間

犬

場所

物体
ケア

足場

乗り物
に乗る

音

人間社会で
遭遇するで
あろう

コト、モノ



社会化にはそれに一番適した時期がある

脳がその個体がどういった環境で生きていくのかを
探っている時期→将来必要となる重要な行動の獲得
（＝ボディランゲージ）、環境刺激に対する慣れ

犬の社会化期は生後3~４ヵ月齢まで！！

社会化期について
2：予防に勝る治療なし

ただ、４カ月を超えたら必要のないものではない。
社会化のトレーニングは４カ月を超えてからも、継続する必要あり。

社会化は一生行うものと考えること。



いいこと 嫌なこと

起きる
ある刺激に

慣れる

2：予防に勝る治療なし

人間社会の刺激にどう慣らすか？

※学習の４つのパターンのAとBの読み替え

ある刺激に

過剰反応するようになる



ボーダー

ライン

レッドゾーン

（反応領域）

セーフティゾーン

（無反応領域）

刺激強

刺激弱

2：予防に勝る治療なし



2：予防に勝る治療なし

ボーダー

ライン

レッドゾーン

（反応領域）

セーフティゾーン

（無反応領域）

①
ボーダー
ライン
ぎりぎり

の体験を

させる。

②
すると
ボーダー
ラインが

少し上がる。
さらに、
新しい
ボーダー
ライン

ぎりぎり
の体験を
させる。

③
さらに
ボーダー
ラインが

少し上がる。
この
繰り返しで
ボーダー
ラインを

引き上げて
ゆくことが
できる。



2：予防に勝る治療なし

社会化のためには
グループレッスン
が不可欠

プライベート
レッスンで
できるように
なっても
他の人、他犬が
いる状況では
できないことに



「犬の問題行動への対応策、
日頃のしつけのアドバイス」

１：そもそも「犬のしつけ」って何

２：予防に勝る治療なし
（科学的な方法論を知る）

３：問題を解決するには



問題の予防、問題解決のための基礎知識

1.  犬は体験を学習する

3:問題を解決するためには

※叱ることは問題解決につながらないばかりか、
事態を悪化させるリスクがある

2.  犬は結果的にいいことが起きる行動、
嫌なことがなくなる行動を習慣化している

3.  犬は前触れを感じ取り反応するようになる



a. 困った行動は事前に体験させない配慮を
→体験できない行動は不得意になっていく

l環境を変える、前触れを感じさせないなど
l困った行動→体験させない→困った行動は減少していく

b.  結果的にいいことが起きているから習慣化している行動
→一方で好ましい行動を教える。好ましい行動を繰り返し体験させる。

l好ましい行動→繰り返し体験させる→好ましい行動が得意になる
l防げる行動を教える

b’.  結果的に嫌なことをなくして習慣化している行動
→嫌がっていること、怖がっている対象に慣らす

l嫌がっていることが嫌でなくなれば、なくす必要がなくなる→問題となる行動が消失
l防げる行動を教える

c.    獣医学的なアプローチが必要な場合も

a. 困った行動は事前に体験させない配慮を
→体験できない行動は不得意になっていく

l環境を変える、前触れを感じさせないなど
l困った行動→体験させない→困った行動は減少していく

b.  結果的にいいことが起きているから習慣化している行動
→一方で好ましい行動を教える。好ましい行動を繰り返し体験させる。

l好ましい行動→繰り返し体験させる→好ましい行動が得意になる
l防げる行動を教える

b’.  結果的に嫌なことをなくして習慣化している行動
→嫌がっていること、怖がっている対象に慣らす

l嫌がっていることが嫌でなくなれば、なくす必要がなくなる→問題となる行動が消失
l防げる行動を教える

c.    獣医学的なアプローチが必要な場合も

基本的アプローチ
3:問題を解決するためには



トイレトレーニング

3:問題を解決するためには



3:問題を解決するためには

学ばせたいことは体験させる
＝トイレでの排泄を繰り返させる

学ばせたくないことは体験させない
＝トイレ以外での排泄を体験させない

結果的にいいことが起きる行動を習慣化していく
＝トイレで排泄したら必ずフードをあげる

排泄はそれ自体、結果的にいいこと（=気持ちいい）が起きている
＝トイレ以外で排泄させている限り、

トイレ以外での排泄を教えているのと同じ



NG例

3:問題を解決するためには



3:問題を解決するためには

キッチン

和室 リビング

廊下

玄関

ソファ

カーペット

テーブル

TV

ベッド

トイレ

サークル



失敗をさせることなく
（＝叱ることなく）

犬が自然とトイレを覚えていく

そのトレーニング方法

3:問題を解決するためには



学ばせたくないことは体験させない

学ばせたいことは体験させる
I I

トイレでしか排泄できない環境の提供

3:問題を解決するためには

•クレートを用意＝排泄物で 自分の
巣、体を汚したくない
•バイオサイクル

•いいことが起きた行動の頻度を高める
（排泄したらフード）

フード

寝る

起きる疲れる

遊び／社会化など 排泄

.

(クレート)

(クレート)

(トイレサークル)(リビング)

(リビング)



甘噛み

3:問題を解決するためには



3:問題を解決するためには

学ばせたいことは体験させる
＝好ましい行動を教える

学ばせたくないことは体験させない
＝噛まれて困るものは、しまう、行かせない、
カバーする、まずい味付け（苦い／辛い／酸っぱい）をする

特に第二次性徴期までは噛むのが仕事
（結果的にいいことが起きているから習慣化している行動）

（興奮系の噛みつき欲求を満たす→ひっぱりっこ）
（齧り倒し系の噛みつき欲求を満たす

 →コング、牛皮、アキレスなど与える）



要求吠え
3:問題を解決するためには

学ばせたくないことは体験させない
=吠える体験をさせない

学ばせたいことは体験させる
=好ましい行動を教える

（事前の対応。例えばクレート待機。吠え出す前に要求を満たす）

・食べたい、遊びたい
・散歩の準備をしていると

（オスワリ・マテ、フセ・マテなど）

（結果的にいいことが起きているから習慣化している行動）



警戒/追払い吠え

3:問題を解決するためには

学ばせたくないことは体験させない
=吠える体験をさせない

学ばせたいことは体験させる
=嫌なことに慣らす／防げる行動を教える

（ドアホンを切る。別のドアホンに変えなど）

（ドアホン→クレートで待機などを教える）

外で人の気配や物音に
インターホンや電話が鳴った時

（結果的に嫌なことがなくなっているから習慣化している行動）



夜中に吠える

3:問題を解決するためには

学ばせたいことは体験させる
=吠えている原因がわかれば、
嫌なことに慣らす／好ましい行動を教える

（外の気配が感じにくい場所、飼い主が近くによらなくても
いい場所、手の届く場所でクレートに入れに休ませる）

（結果的に嫌なことがなくなっているから、いいことが起きているから、どちらもある）

学ばせたくないことは体験させない
=吠える体験をさせない



留守番中に吠える

3:問題を解決するためには

学ばせたくないことは体験させない
=吠える体験をさせない

学ばせたいことは体験させる
=好ましい行動、防げる行動を教える

（飼い主がいなくなるのを確認させない）

（飼い主がいなくなるマテを教える）

（結果的に嫌なことがなくなっているから、いいことが起きているから、どちらもある）



来訪者を噛む

3:問題を解決するためには

学ばせたくないことは体験させない
=噛む体験をさせない

学ばせたいことは体験させる
=慣らす、防げる行動を教える

（リードをつける／クレートで待機させる）

（来訪者に慣らす／確実なオイデ、マテを教える）

（結果的に嫌なことがなくなっているから習慣化している行動）



吠える／突進する／噛む

3:問題を解決するためには

学ばせたくないことは体験させない
=吠える／突進する／噛む体験をさせない

学ばせたいことは体験させる
=慣らす、防げる行動を教える

（十分な距離をとる。突進を防げるの道具の活用）

（他犬と1mの距離で、飼い主に集中できるように慣らす）

ランニング中の人を
自転車の乗った人を
突然飛び出してきた人を
散歩中睨み合いになった犬

（結果的に嫌なことがなくなっているから習慣化している行動）



噛む

3:問題を解決するためには

学ばせたくないことは体験させない
=噛む体験をさせない

学ばせたいことは体験させる
=慣らす、防げる行動を教える

（距離をとる／犬同士を接近させない）

触ろうとしてきた人を
子供を

犬同士の喧嘩を止めに入った飼い主を
ドッグランで睨み合いになった犬

But…そもそも触らせる必要があるか？／遊ばせる必要があるか？
人間の子供であれば？ 犬の1歳は人間の17歳だけど

（結果的に嫌なことがなくなっているから習慣化している行動）



3:問題を解決するためには

※犬の散歩、排泄マナーに関する苦情が多い。
糞の持ち帰りはもちろんだが、

オシッコに水をかけるだけでは壁が変色する等の
苦情が最近は増えている。

犬に付き合うようなお散歩はNG！

◎排泄に関する苦情

少なくとも他者の迷惑になる場所で排泄はさせない

I I

犬に付き合うようなお散歩→匂い嗅ぎさせ放題→匂い嗅ぎが排泄を誘発
→好き勝手に排泄させる結果に

※外での問題行動（吠える／突進する／噛む／拾い食いなどなど）の原因でもある

排泄の苦情は、犬の問題ではなく飼い主の問題（しつけ以前の問題）



ではなぜ最近になって
オシッコに水をかけるだけでは壁が変色する等の

苦情が増えているのか？

3:問題を解決するためには

トレーニングをしない→あちこち行きたがる
→引っ張る→苦しそう→首輪から胴輪／伸びるリードに

引っ張るっても苦しくない→行きたい方向に行ける→
匂い嗅ぎし放題→ところ構わず排泄する

※引っ張り、突進ボエ、飛びつき、拾い食いを助長、実際事故も多い

胴輪/伸縮リード/胴輪＋伸縮リードはNGということ！

※散歩中、飼い主に視線を向けない→犬も人も幸せという状況が生まれない



3:問題を解決するためには

※  他犬、他人への吠え、飛びつき、バイクなどへの突進、
拾い食いなどの問題の予防のためにも必要

リードを弛ませて歩けるように
飼い主を見上げて歩けるように

トレーニングをする

あちこち行きたががる→引っ張る→苦しそう
→首輪から胴輪／伸びるリードに・・・ではなく

※  散歩中、飼い主に視線をよく向ける
→犬も人も幸せな状況が生まれる



・ しつけとは問題行動への予防

4：最後に

・行動分析学に基づくトレーニング方法
を熟知しているプロに学ぶこと
・困った行動は体験させない。

一方で、好ましい行動／防げるを教える
嫌がることは慣らす

本日の話の
重要なポイントの確認






